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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特　許

代表
鉄鋼環境基金 2021年度環境助成研究「活性酸
素産生・付加体生成能同時計測による大気粒
子の毒性評価」

科学研究費助成事業 若手研究「セレン結合性
タンパク質が関与する心臓のセレン代謝経路
の解明」

吉田さくら・助教 放射線災害・医科学研究拠点 代表

2021年度「放射線災害・医科学研究拠点」共
同利用・共同研究「脳内α-シヌクレイン凝集
体を標的とした分子プローブ及び凝集阻害剤 
の開発」

日本学術振興会 代表

鳥羽陽・教授 公益財団法人 鉄鋼環境基金

鳥羽陽・教授 クラシエ製薬株式会社 生薬及び漢方処方エキスのマイコトキシン分析法の開発

吉田さくら・助教
公益財団法人 上原記念生命科学
財団

鳥羽陽・教授
環境汚染物質の人体曝露評価方
法

2006年3月23日 2012年2月1日

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「IoTネット
ワーク構築のための気中ナノ粒子(PM0.1)リア
ルタイムセンサの開発」

鳥羽陽・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「miRNAを用
いた大気粉塵のエピジェネティクス誘発活性
の季節変動及び地域特性」

特許4866983

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

代表
2020年度研究奨励金「細胞内セレン結合性タ
ンパク質の機能解析」

吉田さくら・助教

鳥羽陽・教授 厚生労働省 分担
厚生労働行政推進調査事業費補助金「加熱式
たばこなど新たなたばこ製品の成分分析と受
動喫煙による健康影響の研究」

鳥羽陽・教授 日本学術振興会

鳥羽陽・教授 衛生試験法編集委員 日本薬学会

研　究　題　目

鳥羽陽・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 挑戦的研究(開拓)「多環
芳香族炭化水素類の複合反応と疾病との関係
に関する開拓研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

分担

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

鳥羽陽・教授 評議員 日本環境化学会
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鳥羽陽・教授 金沢市環境審議委員 金沢市

鳥羽陽，本間千春，唐 寧，早川和一：大気粉塵中多環芳香族炭化水素キノン類の発生源解析. BPB Reports
（フォーラム2021衛生薬学・環境トキシコロジー講演要旨集） 4(Supplement): 162, 2021.
吉田さくら：必須微量栄養素セレンの動態分析. BPB Reports（フォーラム2021衛生薬学・環境トキシコロジー講

演要旨集） 4(Supplement): 100, 2021.
吉田さくら,山本明典, 増本博司，淵上剛志, 鳥羽 陽，原武 衛, 中山守雄：亜セレン酸代謝に関与するラット脳由

来タンパク質の探索. BPB Reports（フォーラム2021衛生薬学・環境トキシコロジー講演要旨集） 4(Supplement): 
180, 2021.

吉田さくら，山元更紗，丸山洋子，淵上剛志，鳥羽 陽，原武 衛，中山守雄：カツオだし由来セレン含有物質の

培養細胞を用いた栄養機能評価. Biomedical Research on Trace Elements（第32回 日本微量元素学会プログラム・

要旨集） 32(2): 105, 2021.
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その他
　学術賞受賞

吉田さくら・助教
日本薬学会 環境・衛生部会 部
会賞・金原賞

日本薬学会 環境・衛生
部会

必須微量栄養素セレンの動態
分析

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等
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